
 

 

 

【Ⅰ 学校の取り組みについて】 

             アンケート内容 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ 
学校は、教育目標（なかよく かしこく たくましく）の具現をめざし、職員

一丸となって取り組み、成果をあげつつある。 
30％ 61％ 9％ 0％ 

２ 
本校の伝統・生活習慣つくりの柱である「足近の合言葉（あいさつ・時間・掃

除）」は、子供の姿・校風となって現れている。 
27％ 63％ 8％ 2％ 

３ 
学校は、効果的にＩＣＴの活用を図り、基本的な学習内容の定着を図る指導・

支援を行っている。 
20％ 67％ 12％ 1％ 

４ 
学校は、不登校・学級崩壊・いじめのない学校づくり、子供の人権を尊重する

指導・支援にあたっている。 
25％ 62％ 12％ 1％ 

５ 
学校は、学校便り・授業公開・家庭への連絡等、保護者との意思疎通を積極的

に行い、開かれた学校をめざしている。 
39％ 49％ 10％ 2％ 

６ 学校訪問時等、職員の対応は誠意があり、好意的である。 51％ 45％ 3％ 1％ 

７ 学校は、コミュニティ・スクールとして地域社会の願いに応えようとしている。 36％ 53％ 10％ 1％ 

８ 
学校は、教室等が整えられ、感染症防止対策がされ、衛生的で学びやすい環境

になっている。 
42％ 51％ 6％ 1％ 

【Ⅱ 家庭の取り組みについて】 

９ 
わが家では、あいさつ・時間・お手伝い・早寝・早起き・朝ごはん等、基本的

なしつけ・生活習慣に対して、こだわって実践している。 
19％ 64％ 15％ 2％ 

10 
わが家では、授業参観やＰＴＡ活動に積極的に参加し、ＰＴＡ会員として学校

教育に貢献している。 
29％ 54％ 15％ 2％ 

11 
わが家では、食事や団らん等、子供とのふれあいを大切にして、家族のコミュ

ニケーションに心がけている。 
41％ 55％ 4％ 0％ 

12 
わが家では、子供に生命を大切にする心や社会的ルールを守る態度を育てよう

としている。 
51％ 47％ 2％ 0％ 

13 わが家では、学習や復習などの家庭学習の習慣が身に付くようにしている。 20％ 55％ 24％ 1％ 

【Ⅲ 学級の取り組みについて】 

14 わが子は、学校で友達となかよく過ごし、学校生活が楽しいと言っている。 43％ 46％ 10％ 1％ 

15 わが子は、授業が楽しくわかりやすいと感じている。 30％ 50％ 18％ 2％ 

16 わが子の学級は、仲間を大切にし、思いやりの心が育っている。 36％ 55％ 7％ 2％ 

17 先生は、子供のよさを見つけ、伸ばそうとしている。 51％ 39％ 8％ 2％ 

18 
先生は、子供や保護者の話に耳を傾けて、相談に温かく適切に応じ、家庭と連

携した指導・支援をしてくれている。 
49％ 44％ 5％ 2％ 

【Ａよくあてはまる、Ｂややあてはまる、Ｃあまりあてはまらない、Ｄ全くあてはまらない】 

 

足近小学校だより 

令和５年３月３日 

足近小学校の教育目標 

なかよく かしこく たくましく 

―気付き、考え、行動できる子― 

来年度へつなぐ教育活動アンケート、ありがとうございました 



 教育活動アンケートに回答をいただき、ありがとうございました。集計の結果を見ますと、学校の取り組み

について、どの項目も「Ａよくあてはまる」「Ｂややあてはまる」を合わせると、９０％前後の評価をいただ

きました。これは、学校が行ってきた教育活動に対して、多くの方にご支持をいただいていると捉えています。

ただ、昨年度に比べてＡの評価が少なくなっているところがあります。このことを、真摯に受け止め、職員一

同より良い学校になるよう一層努力していきたいと考えています。 

 

【保護者のご意見の要点と回答】 

（１）学校行事等について 

・足近フェスティバル、学校の友だちとの楽しそうな姿を見られてうれしかった。 

・授業参観や運動会を分散して開催していただけるのは、子供の成長をじっくり見られてとても良い。 

・コロナ禍の中、運動会やプール、修学旅行、合唱などをやってくださる事に対して、感謝しております。 

・コロナ禍が原因で制限がある事も多いとは思うが、子供たちにとっては大切な一年、貴重なイベント。 

もう少し計画的に子供達に時間を与えた上で取り組んでいただきたかった。（ﾊｯﾋﾟｰﾊｰﾓﾆｰ） 

・運動会や授業参観は、今までのように入れ替え制でどんどんやっていってほしい。 

◇学校より 

 今後も、感染状況を見極め、感染対策を講じて、最善の方法を探りながら、行事を行っていきます。学 

校での子供たちの姿をできる限りお伝えできればと考え、ホームページを更新していきます。 

 

（２）学校生活全般について 

・iPad をもう少し家に持って帰って来て活用できるとよい 

・オンラインで授業が受けられるようにしてほしい。 

・ホームページに学校での様子の写真をもう少し載せてほしい 

・算数では子供の力に合わせてドンドンコースとじっくりコース（高学年の少人数指導）に分けて取り組ん

でいることが良い。 

・歯磨きを再開してほしい。子供たちの歯は大切な生え変わり時期です。 

・子供の良い面だけでなく、悪い面、苦手な面も拾い上げて少しでも良くなるように、苦手意識をなくせる 

ように導いて下さるとありがたい。 

・気持ちの良い挨拶が沢山の子が出来るようになって欲しい。 

・"本当に学校が楽しい！"とキラキラした目で言ってくれます。それを聞く度に保護者としてもホッとし嬉 

しくも働く気力にも繋がります。 

・高学年の子へのお願いになりますが、学校や地区で与えられた役割の意味、責任について、子供たちが理 

解できるような指導をしてもらえたらと感じます。 

◇学校より 

  どの子も、気持ちよく生活できるように、「あじかの合言葉」に沿って、学校生活を考えています。あ

いさつについては、MOA 学園を中心に、校区の課題として取り組んでいますが、さらに、家庭・地域と

も連携しながら指導を進めていきます。また、定期的に教育相談を行い、不安を抱えている子に配慮した

指導、他の子においても心をつなぐ指導をすすめていきます。 

今年度は、iPad を活用しながら、どの子も「できた。」と言えるようなわかる授業を目指してきました。  

さらに、オンライン等も視野にいれながら、活用方法を検討していきます。 

 

（３）その他 

 ・予算も内情もあるかと思うが、もう少し色々遊べる遊具等備え付けられるとよい。 

・今年度、学校側と PTA の連携がうまくいっていないと感じることも多かった。 

  ◇学校より 

   コロナ禍で制限はありましたが、PTA 活動の内容を見直す機会にもなりました。資料をもとに、でき

る限り内容を引き継いでいけるようにしていきます。 


